歴史地震研究会2013～2014年度　第2回幹事会議事録
日時：2014年1月20日17：00～19：15
於：地震予知総合研究振興会

参加者：武村・諸井・松浦・林・内田・都築・石辺・金田・小松原

1.  新規入会者の承認

　内田財政幹事から、荒川　宏氏・蟹江由紀氏・柴田　亮氏の入会申請について報告があった．この3名の入会を承認した．
2.  会誌の頒布および寄贈について

　富士宮市図書館から受けた歴史地震17～19号のバックナンバーの寄贈依頼があり、残部がある号についてこれに応じることとした．また、非会員からの歴史地震の購入の申込みが3件あり、いずれも有償でこれに応じることとした．
　非会員からの購入申込みが多いことから、会員数と図書館等への無償配布数の比などを考慮して非会員への歴史地震の販売価格を検討し、以下のとおり変更することを決定した．

現在　　会員　1,000円／部、　非会員　2,000円／部

変更日　2014年1月21日申込み分から

変更後　会員　1,000円／部、　非会員　3,000円／部（幹事会で承認が得られた場合に限り販売）
　次回の幹事会以降、無償配布先の見直しをすることを確認した．
3.  2014年大会について
　都築行事委員長から、9月20日（土）～22日（火）に行う予定の大会の準備状況について、以下のとおり報告があった．
・公開講演会は21日、巡検は22日に行う．

・現在建設中の名古屋大学減災連携研究センターを研究発表会の会場とし、口頭発表と総会の会場は減災ホール（定員は机ありで約100名）、ポスター発表会場はホール前の減災ギャラリーを予約済．

・21日（日）の公開講演会の会場も、名古屋大学IB電子情報館大講義室（定員300名）を予約済．

・懇親会は名古屋大学内のレストランを予定．

・巡検は、幸田町（三河地震の被害跡）、半田市（東南海地震慰霊碑など）を目的地とすることを検討中．

・5月末を講演申込み締切とする予定．

以上の報告を受けて、第一報として日時・場所を研究会のホームページ、mushaメーリングリストで報せるとともに、日本地震学会ニュースレター3月号への掲載を依頼する準備をすることとした．
4.  2015年大会について

　2015年大会の候補地と考えていた京丹後市では、近い時期に別の会議が行われる可能性があることが分かり、つくばも候補地に加えて検討を進めることにした．

5.  歴史地震の編集状況

　金田編集出版委員長から、歴史地震第28号と29号について以下のとおり報告があった．
・28号に掲載論文は、2月にwebで公開に向けて準備中である．

・29号への投稿が多く論説・資料・報告など計20編以上で、査読システムを定めた編集規定の適用後（23号以降）では最も多い状態である．このため、現在の編集委員会（委員長と委員2名）の体制で編集作業を進めることは極めて厳しいので、幹事会でサポートする体制を要望する．
　歴史系の投稿、研究会で未発表の投稿が多いことが29号の特徴だといえる．編集体制を補強するため、何人かの役員が編集担当を務め、必要に応じて、編集委員を追加するという対応を確認した．査読者も多く必要になるため、担当編集者でない編集委員が査読者になることも認めるなど、運用を工夫することを確認した．
6.  歴史地震の利用許諾願い

　金田編集出版委員長から、科学技術振興機構（JST）による利用許諾願いへの対応について説明があった．歴史地震の論文の書誌情報と抄録をJSTで作成し、J-GlobalとJ-Dream3というデータベースで公開するために利用許諾依頼書が歴史地震研究会に送られたものである．日本語抄録をJSTで作成すること、webで論文を見られることから、幹事会では利用許諾の手続きは不要と判断した．
7.  歴史地震の過去の論文の著作権について

　小松原総務委員から、著作権に関する明確な規定がない歴史地震第1～16号に掲載された論文等に関して、著者から論文等の著作権を歴史地震研究会に譲渡していただく手続きの進捗について報告があった．

　「著作権譲渡のお願い」の文書を可能な限り著者に届けて承認を受けるため、会員には会誌に同封し、住所がわかる非会員などには文書を送ることで、手続きを進めることを確認した．

8.  功績賞候補について
　（本項目の議事録は、次回の総会後に公開する）
9.  共催と後援の依頼について

　武村会長から、以下の2件の依頼があったことが報告された．

(1) 日本地震工学会から第4回震災予防講演会への後援名義使用の依頼
第4回震災予防講演会　人と自然と歴史に学ぶ防災論―楽しく学び賢く防ぐ―

日時：2014年2月7日（金）、場所：パシフィコ横浜・アネックスホール

主催：日本地震工学会

(2) 首都圏形成史研究会からシンポジウムへの共催依頼
第91回研究例会・シンポジウム「歴史災害を伝える－“災害史”展示の現状と課題－」
日時：2014年4月5日（土）、場所：青山学院大学
主催：首都圏形成史研究会
歴史地震研究会に求める協力：広報の支援、「歴史地震」へシンポジウム報告を掲載

いずれの依頼も承諾することを決めた．首都圏形成史研究会のシンポジウムについては、歴史地震研究会でのシンポジウム案内を掲載すること、シンポジウム終了からすみやかに原稿が投稿されれば次号の歴史地震に掲載することを確認した．
10．ホームページの管理・運営などについて
　石辺広報委員長から、歴史地震研究会ホームページの大幅な修正をおこなったことと、修正内容について報告があった．また、mushaメーリングリストに1名を追加登録したことが報告された．

　ホームページの修正案について議論し、「歴史地震」のバックナンバーの在庫問合せへの対応として、販売できる残部が有る号をホームページで示すこと、歴史地震研究会のはたえをどこかに入れるように、修正することを決めた．

11．次回の幹事会
　2014年4月2日（水）17時からを予定．
